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第３回門真市パークイノベーション計画審議会 

主な委員意見と対応方針 

 

No 分類 発言者 意見内容 対応方針 

1 

今後の予定につ

いて 佐久間副会長 

通常のパブリックコメントだけではなく、市民ワークショップに

ご参加いただいた方々などへのご報告やご意見をいただけるよう

な機会があってもよいのではないか。 

市民ワークショップへの参加者などを対象

に、参加希望者に向けた説明会などの実施

を検討中。 

2 
基本計画（各公

園の方針）につ

いて 

加我会長 
各小学校区で、どこでボール遊びができるのか、分かりやすく示す

ことができればよい。 

素案 p52「ボール遊びができる公園づくり

に向けて」の項目を追加。 

3 松本委員 
「にぎわい型」とされる公園は、トラブルにならないように隣接環

境について慎重に押さえておく方がよい。 

素案 p42において、小さな公園の基本方針

の検討手順を追加。また、資料３に示す通

り、全公園の方針とその理由を、現況調査結

果などをもとに根拠を整理。 
4 佐久間副会長  

なぜこの公園が「用途転換・廃止」なのか、周辺環境も含めて確認

できるような資料や論拠を揃えておいた方がよい。 

5 松本委員 

「用途転換・廃止」となることで、門真市域においてただでさえ少

ない公園面積がさらに減少するということに対する市民の皆さん

へ向けた説明が必要。 

6 佐久間副会長 
開発に併せた提供公園の設置と既存公園の廃止、それぞれの理屈

の整合性を合わせておく必要がある。 

7 艮委員 カルテと基本計画とのリンクを工夫してはどうか。 

8 

苦情・要望、取

り組みの評価に

ついて 

松本委員 

今後、市民等から寄せられる苦情や要望の数や内容は変化してい

くと思う。この取り組みの効果検証のためにも何らかの形で整理

しておくとよいのではないか。 

今後の審議会、パブリックコメント等を通

じて、引き続き検討。 

9 佐久間副会長 

苦情の件は、KPI のように、総合計画などに併せて確認できるよ

うに、満足度などで何年後に評価します、といったことを示すと良

いのではないか。 

10 
基本目標につい

て 
松本委員 

基本目標について、よりキャッチーで印象的な言葉を考えた方が

よいのではないか。 

審議会やパブリックコメント等の結果をふ

まえ、必要に応じて精査する。 
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No 分類 発言者 意見内容 対応方針 

11 
維持管理に関す

る方針等につい

て 

松本委員 
公園の整備や改修の後、維持管理についてもセットで考える必要

がある。 

素案 p54以降の具体方策リストの中に維持

管理に関するものを記述する。また、p60

「（３）公園の維持管理について」を追加。 12 佐久間副会長 維持管理については、計画本編の中に考え方を書くとよい。 

13 加我会長 具体方策に「（３）維持管理の方針」を立てても良いのではないか。 

14 

課題の章立てに

ついて 佐久間副会長 

課題の章立てがあった方がよい。地方創生などの流れの中で、もっ

と子育て世代に選んでもらえるように、といった課題認識をどこ

かで書いておくと良い。 

素案 p35,36に課題の章立てを追加。 

15 

市全体の基本計

画について 

佐久間副会長 

市全体のネットワーク図を、地域ごとの基本計画の前後に示すと

良いのではないか。市全体で何か所・何平米の公園を「用途転換・

廃止」とするのかなど、全体のことについてまとめて示すとよいの

ではないか。 

素案 p53に「②地域間を越えた市全体のネ

ットワーク化」について記述。 

用途転換の総量については、素案 p45の「表 

各公園の計画方針のまとめ」の中で、合計面

積を記載。 

16 

利用ルールやし

くみづくりにつ

いて 佐久間副会長 

公園の利用ルールやしくみの決め方や共有の仕方が難しい。ある

日突然看板が設置された、ということではなく、できれば利用者同

士の配慮の中で自ずすみ分けができるというのが一番良い形だと

思うので、うまく共有できるような場や機会を設定できれば良い

と思う。 

今後の審議会、パブリックコメント等を通

じて、引き続き検討。 

17 加我会長 
利用ルールやしくみづくりに関しては、改めて市民ワークショッ

プなどを実施した方がよい。 

 


